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自己評価を生かし、実感をともなった科学的

な見方・考え方を高めるための指導の在り方

－６年 「水溶液の性質とはたらき」－

Ｂ、Ｃの３段階で評価する。１ 主題設定の理由

子どもたちは、理科の授業でどんな実験ができ ・指導段階をステップ１、２、３で描く （下記。

るか、とても楽しみにしている。子どもたちにと 指導計画参照）

って、自ら、実験・観察をし、事実を導き出すこ ・実態に応じてステップアップする 。。

とが理科の魅力となっている しかし 自ら考え 子どもの自己評価が次の活動に生きてくるよう。 、 、

見通しを持って実験できるように予想を立てたり な評価であってほしいと考える。そこで、次の３、

実験方法を考えたりする力が弱い。このような実 場面で自己評価を行うことにした。

態をふまえて 自分なりの予想をしっかりと持ち （ア）見通しをもち、自分の考えをもって問題解、 、

追求する活動を通して科学的な見方・考え方を育 決できるように予想する場面

てたいと考えた。そこで、願う子どもの姿を次の （イ）自分の考えに基づいてどのような方法で問

ように考えた。 題を解決していくかを考える場面

（ウ）実験結果（事実）をもとに自分の考えを練

り上げる場面

また、授業終末では、自分の見方・考え方がど

れだけ高まったかを振り返るために「今日の不思

議・驚き・大発見」を記述する。

②本時の評価規準を明確にし、教師が指導・援助

を工夫する。

・机間指導を行い、赤ペンで対話を行う。

③理科の授業を振り返り、家庭で書く理科日記で

心情や感性を育てる。

・理科の授業内で確保できない時間を家庭で作り２ 願う子どもの姿

だし、理科学習で得たことについて子どもがノ

自然の事象・事物に対して「不思議・驚き・ ートに自由に記述していく。

大発見」を大切にし、自然のすばらしさに実感 ④段階をおった指導計画

< ＳＴＥＰ１> < Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ > < Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ >しながら、科学的な見方や考え方を高めていけ

予 理由あり 体験とつなぐ 見方と考え方とつなぐる姿

も て た 理由あり 体験とつなぐ

想 もてない も て た 理由あり３ 研究仮説

< ＳＴＥＰ１> < Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ > <ＳＴＥＰ３ >子ども自身による評価である自己評価や理科

方 書 け た 結果を見通して 多様な方法で日記に対して教師が願う姿を明らかにして指導

書けない 書 け た 結果を見通して・援助することにより、実感をともなった科学

法 書けない 書けた的な見方・考え方を高めることができる。

< ＳＴＥＰ１> < Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ > <ＳＴＥＰ３ >

考 課題とつなげて 単元のねらい 生活とつなげて４ 研究内容

書 け た 課題とつなげて 単元のねらい（１）仮説の内容

察 書けない 書 け た 課題とつなげて①理科の授業を振り返り、自己評価を行い、自分

の歩みをみつめさせる。

・問題解決学習の予想、方法、考察の段階をＡ、
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・ ぜ ん ぜ ん 知 ら な か っ た け れ ど 、 大 発 見 で き た 。（２）研究の全体構想図

・予想と比べて意外でびっくりした。

・ 意 外 で は な か っ た 。

・こうだったのにこう変わってきた。すごい。

・ こ ん な こ と を や っ て み た い 。 そ の わ け は 、 ・ ・

・ 。

③具体的な実践

自己評価は、場面ごとにその都度行うので、教

師が机間指導する間には、評価されつつある。Ｂ

やＣをつけた子どもにどのように指導・援助する

かである。既習学習の掲示を参考にしたり、仲間

や教師の意見を参考にしたりして自分なりの予想

。 、を高めていく姿が見られた 子どものノートから

自己評価がＢから に変わっていることが分かA
る。このような姿を価値付けた。

５ 実践

（１）単元「水溶液の性質とはたらき」の実践

①単元のねらい

子ども達は、日常生活で様々な水溶液に出会っ

ているが、どのような性質を示し、どのような働

きがあるか、あまり関心がない。しかし、工場や

自動車の煙、酸性雨など地球規模の環境問題につ

、 。いてどんな被害を起こすのか 興味を持っている

、 、 、そこで 本単元では 日常の体験を生かしながら

水溶液の性質と働きをとらえることによって水溶

液を見直す態度を育てたいと考えた。

単元の展開にあたっては、５種類の水溶液を提

示し、見かけは同じ透明な水溶液なのにどう違い

があるか、溶けている物を調べることから導入し

た。第５学年の既習学習「もののとけかた」を生

かして学習を進めた。水は固体以外に気体も溶か

すことができるという事実に対する感動を大切に

した。その後、溶けている物以外の仲間分けとし

てリトマス紙を使い、水溶液の液性を調べる活動

へと展開した。さらに、酸性雨の被害から、水溶

液は金属を変化させるかどうかを調べた。出てき

た物をもとの物質と比較して水溶液の働きで金属

が別の物になってしまったという驚きの声を大切

にした。また、酸性雨などの自然の中の現象を水

溶液の性質や働きと関連づけて考える姿を価値付

けた。

実感がこもった見方・考え方を高めるために予

想をもとに子どもの「不思議・驚き・大発見」か

ら、生まれる授業の終末での子どもの声を大切に

した。
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自己評価を累積し、子どもの実態を把握しなが

ら、指導段階をステップアップした。

理科日記を分析すると、次のような記述が見ら

れた。

科学的な見方・考え方を高めるため、特に、今

日の「不思議・驚き・大発見 、次時に向けての」

課題、日常生活に結びつけて記述している所を取

り上げ、広めた。

• 学習意欲

• 学習の流れ

• 学習の理解度

• 今日の「不思議・驚き・大発見」

• 自分や仲間のがんばり

• 仲間との関わり

• 次時に向けての課題（調べたいこと）

• 日常生活に結びつけて記述
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６ 成果と課題 （○・・・成果、●・・・課題）

（１） 自己評価について

○予想にこだわることで自分の見方・考え方がど

のように高まったか、はっきりした。

○問題解決する力の傾向性を見付けることができ

た。

○自己評価の規準を実態に応じてステップアップ

していくことで、科学的な見方・考え方の力が

ついた。

●予想だけでなく、その他の段階でもステップア

ップできるように実態の把握を継続して行って

いきたい。

理科日記について（２）

○授業中の自己評価と理科日記は関連があり、自

己評価の充実が理科日記の実感をともなった科

学的な見方・考え方の記述につながることがわ

かった。



- 5 -

（ ）文責 武芸川町立武芸小学校 藤井裕子


